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新規登録受付中

JR西労組

川 柳  第24回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 「マスクしろ」おなじ人から「マスクとれ」 ］　立石 大典さん （京都地本・米原運輸分会）

退任した大瀧前執行委員長

退任した米村前執行委員長

退任した宇田前執行委員長

新たに就任した堂屋敷執行委員長

新たに就任した田中執行委員長

新たに就任した堂脇執行委員長

矢田執行委員長

友景執行委員長

沓掛執行委員長

大川執行委員長

石松執行委員長

枡田執行委員長

野垣執行委員長

岡山
地方本部

金沢
地方本部

和歌山
地方本部

西日本
JRバス
地方本部

中国
JRバス
地方本部

米子
地方本部

福岡
地方本部

広島
地方本部

本社
総支部

福知山
地方本部

　

前
号
に
て
掲
載
の
、３
地
本（
大
阪・神
戸・京
都
）で
の
定
期
大
会
開
催
に
続
き
、残
る
９
地
本
と
総

支
部
が
、第
35
回
定
期
中
央
本
部
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
を
展
開
す
べ
く
、そ
れ
ぞ
れ
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、各
地
で
は
、４
年
ぶ
り

に
制
限
の
な
い
形
で
開
催
さ
れ
、安
全
への
課
題
を
始
め
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

岡
山
地
方
本
部
は
、８
月
19
日

（
土
）、に
オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、第

34
回
定
期
地
方
本
部
大
会
を
開
催

し
、代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含
め

て
約
１
０
０
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、大
瀧
委
員
長
は
、安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
、２
０
２
４

春
闘
に
向
け
た
取
り
組
み
、組
織
、

業
務
課
題
、政
治
な
ど
に
つい
て
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、17
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
問
題
、組
織
改
編
に
係

る
諸
課
題
、自
然
災
害
対
応
に
つい

て
、45
項
目
の
発
言
が
あ
り
、今
井

書
記
長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、運

動
方
針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ

た
後
、堂
屋
敷
新
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。。

　

役
員
改
選
で
は
４
期
８
年
に
わ

た
り
、岡
山
地
本
を
け
ん
引
し
た
大

瀧
委
員
長
が
退
任
し
、新
た
に
堂
屋

敷
委
員
長
が
選
出
さ
れ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
堂
屋
敷
光（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
泉
文
明（
新
任
）

・
犬
飼
洸
平（
新
任
）・吹
抜
龍
也（
新

任
）

書
記
長
：
今
井
新
市（
再
任
）

　

金
沢
地
方
本
部
は
、８
月
24
日

（
木
）〜
25
日（
金
）に
、Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ

デ
ー
イ
ン・金
沢
ス
カ
イ
に
お
い
て
、第

33
回
定
期
地
方
本
部
大
会
を
開
催

し
、代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含
め

て
約
１
３
０
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、沓
掛
委
員
長
は
、安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
、総
合
労
働

協
約
改
訂
交
渉
、一
時
金
、北
陸
新

幹
線
開
業
の
課
題
、組
織
、政
治
な

ど
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、14
名
の
代
議

員
か
ら
、安
全
問
題
、一
時
金
、エ
リ

ア
手
当
、北
陸
新
幹
線
に
関
す
る

諸
課
題
、組
織
課
題
、共
済
制
度

に
係
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
、前
田
書
記
長
の
集
約
答

弁
が
行
わ
れ
、運
動
方
針
等
の
各

議
案
が
確
認
さ
れ
た
後
、沓
掛
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
沓
掛
勇
介（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
岩
城
秀
孝（
再

任
）・久
保
佳
映（
再
任
）・新
保
恵
子

（
再
任
）・伊
岐
見
祐
矢（
再
任
）

書
記
長
：
前
田
健
治（
再
任
）

　　

米
子
地
方
本
部
は
、８
月
25
日

（
金
）に
、米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、第
33
回
定
期
地
方
本
部
大
会
を

開
催
し
、代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を

含
め
て
約
１
０
０
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、大
川
委
員
長
は
、安
全
確

立
に
つ
い
て
、２
０
２
４
春
闘
と
一
時

金
に
つい
て
、地
域
活
性
化
と
政
治

の
取
り
組
み
な
ど
に
つい
て
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、15
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
問
題
、一
時
金
に
つい
て
、

業
務
に
係
る
諸
課
題
、地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
課
題
、地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
な
ど
に
つい
て
発
言
が
あ
り
、亀

山
書
記
長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、

運
動
方
針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ

れ
た
後
、大
川
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
大
川
達
也（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
高
真
靖
幸（
新

任
）・上
倉
健
司（
新
任
）

書
記
長
：
亀
山
泰
孝（
再
任
）

　

福
岡
地
方
本
部
は
、８
月
26
日

（
土
）に
リ
ファレ
ンス
駅
東
に
お
い
て
、

第
33
回
定
期
地
方
本
部
大
会
を
開

催
し
、代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含

め
て
約
１
０
０
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、米
村
委
員
長
は
、安
全
確

立
、春
闘
と
一
時
金
、業
務
課
題
な

ど
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、13
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
問
題
、一
時
金
及
び
春

闘
に
つい
て
、要
員
不
足
へ
の
対
応
、

大
規
模
輸
送
障
害
時
の
対
応
な
ど

33
項
目
の
発
言
が
あ
り
、大
戸
書
記

長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、全
体
で

運
動
方
針
等
の
確
認
を
行
った
。

　

役
員
改
選
で
は
、長
年
福
岡
地
本

を
け
ん
引
し
た
米
村
委
員
長
が
退

任
し
、新
た
に
田
中
委
員
長
が
選
出

さ
れ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
田
中
伸
樹（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
渡
邉
淳（
再
任
）

・
石
橋
登（
再
任
）・緒
方
め
ぐ
み（
新

任
）

書
記
長
：
大
戸
浩
之（
再
任
）

　

広
島
地
方
本
部
は
、８
月
26
日

（
土
）に
、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
広

島
駅
前
大
橋
に
お
い
て
、第
34
回
定

期
地
方
本
部
大
会
を
開
催
し
、代

議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含
め
て
約

１
８
０
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、石
松
委
員
長
は
、安
全
確

立
の
取
り
組
み
、２
０
２
４
春
闘
、業

務
課
題
、組
織
強
化
、政
治
と
の
関

わ
り
な
ど
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、13
名
の
代
議
員

か
ら
、２
０
２
４
春
闘
と一時
金
、駅

の
業
務
体
制
見
直
し
、保
線
区
体
制

に
つい
て
、政
治
に
つい
て
な
ど
43
項

目
の
発
言
が
あ
り
、杉
野
書
記
長
の

集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、全
体
で
運
動

方
針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、新
た
に
市
川
書

記
長
が
選
出
さ
れ
、石
松
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
新
た
な
役
員
体
制

を
確
認
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
石
松
大
介（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
山
根
淳
一（
新

任
）・池
上
慎
之
助（
新
任
）・池
田
峰

志（
再
任
）

書
記
長
：
市
川
浩
司（
新
任
）

 　

本
社
総
支
部
は
、８
月
26
日（
土
）

に
、Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、第
31
回
本
社
総
支
部
定

期
大
会
を
開
催
し
、代
議
員
、執
行

部
を
含
め
て
約
80
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、枡
田
委
員
長
は
、安
全
、労

働
協
約
改
訂
と
２
０
２
４
春
闘
、働

き
方
、組
織
に
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、７
名
の
代
議
員

か
ら
、一
時
金
の
要
求
、Ｎ
Ｓ
修
了
生

の
東
京
在
勤
年
数
の
課
題
、間
接
社

員
の
Ｌ
合
格
者
移
行
措
置
、病
院
に

お
け
る
労
働
時
間
管
理
と
カ
ム
バッ

ク
制
度
の
適
正
な
運
用
な
ど
に
つい

て
発
言
が
あ
り
、小
林
書
記
長
の
集

約
答
弁
が
行
わ
れ
、全
体
で
運
動
方

針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ
、枡
田

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
枡
田
哲
也（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
北
健
志（
新
任
）

・
大
西
広
紀（
再
任
）

書
記
長
：
小
林
拓
矩（
再
任
）

　

福
知
山
地
方
本
部
は
、８
月
26
日

（
土
）に
、中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
に

お
い
て
、第
33
回
定
期
地
方
本
部
大

会
を
開
催
し
、代
議
員
、執
行
部
、来

賓
を
含
め
て
約
80
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、野
垣
委
員
長
は
、安
全
確

立
、春
闘
と一時
金
、業
務
課
題
な
ど

に
つい
て
挨
拶
を
行
った
。

　

全
体
質
疑
で
は
、７
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
問
題
、一
時
金
及
び
春

闘
に
つ
い
て
、組
織
課
題
、地
域
共

生
な
ど
に
つい
て
発
言
が
あ
り
、尾

﨑
書
記
長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、

運
動
方
針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ

れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、新
た
に
上
井
書

記
長
が
選
出
さ
れ
、野
垣
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
新
た
な
役
員
体
制

を
確
認
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
野
垣
克
彦（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
谷
岡
登（
再
任
）

・田
里
亮
人（
再
任
）

書
記
長
：
上
井
康
裕（
新
任
）

　

和
歌
山
地
方
本
部
は
、８
月
27
日

（
日
）に
、Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
お
い
て
、第
34

回
定
期
地
方
本
部
大
会
を
開
催
し
、

代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含
め
て
約

80
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、宇
田
委
員
長
は
、安
全
確

立
に
つい
て
、労
働
協
約
改
訂・春
闘

と一時
金
、組
織
課
題
、業
務
課
題
、

政
策
課
題
と
政
治
な
ど
に
つ
い
て

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、７
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
の
課
題
、エ
リ
ア
手
当
の

改
善
、駅
販
売
体
制
の
見
直
し
に
関

し
て
、要
員
不
足
の
対
応
な
ど
21
項

目
に
つい
て
の
発
言
が
あ
り
、脇
村
書

記
長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、運
動

方
針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、長
年
和
歌
山
地

方
本
部
を
け
ん
引
し
た
宇
田
委
員

長
が
退
任
し
、新
た
に
堂
脇
委
員
長

と
藤
々
木
書
記
長
が
選
出
さ
れ
、新

た
な
役
員
体
制
を
確
認
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
堂
脇
義
史（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
中
田
隆
博（
新

任
）・脇
村
誠
規（
新
任
）

書
記
長
：
藤
々
木
正
幸（
新
任
）

　

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部
は
、

８
月
30
日（
水
）に
、サ
ー
ド・プ
レ
イ

ス
弥
生
に
お
い
て
、第
33
回
定
期
地

方
本
部
大
会
を
開
催
し
、代
議
員
、

執
行
部
、来
賓
を
含
め
て
約
70
名
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、矢
田
委
員
長
は
、急
逝
さ

れ
た
前
畑
書
記
長
に
追
悼
の
意
を

述
べ
た
後
、安
全
最
優
先
の
取
り
組

み
、健
康
管
理
、働
き
方
改
革
、離
職

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、７
名
の
代
議
員
か

ら
、安
全
の
課
題
、会
社
の
将
来
展
望
、

京
丹
波
営
業
所
閉
鎖
後
の
対
応
な
ど

に
つい
て
発
言
が
あ
り
、山
口
副
委
員

長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、運
動
方

針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、新
た
に
笹
井
書

記
長
を
選
出
し
、矢
田
委
員
長
の
団

結
ガ
ンバロ
ー
で
閉
会
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
矢
田
尊
弘（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
山
口
将
弘（
再

任
）・下
橋
勇
太（
新
任
）・黒
田
真
吾

（
新
任
）

書
記
長
：
笹
井
紀
幸（
新
任
）

　

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部
は
、９

月
１
日（
金
）に
、安
芸
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
33
回
定
期
地
方

本
部
大
会
を
開
催
し
、代
議
員
、執

行
部
、来
賓
を
含
め
て
約
50
名
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、友
景
委
員
長
は
、安
全
、冬

の
ボ
ー
ナ
ス
交
渉
、コ
ロ
ナ
禍
と
バ
ス

産
業
に
お
け
る
課
題
、組
織
、政
治

な
ど
に
つい
て
挨
拶
を
行
った
。

　

全
体
質
疑
で
は
、８
名
の
代
議
員

か
ら
、安
全
、冬
の
ボ
ー
ナ
ス
交
渉
、55

歳
基
本
給
調
整
率
廃
止
、賃
金
制

度
改
革
、定
年
延
長
な
ど
26
項
目
に

つい
て
の
発
言
が
あ
り
、横
山
副
委
員

長
の
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、運
動
方

針
等
の
各
議
案
が
確
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、新
た
に
横
山
書

記
長
が
選
出
さ
れ
、友
景
委
員
長
の

団
結
ガ
ンバロ
ー
で
閉
会
し
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
友
景
克
典（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
中
原
弘
勝（
再

任
）

書
記
長
：
横
川
浩
史（
新
任
）

地方本部、総支部
定期大会

地方本部、総支部
定期大会

地方本部、総支部
定期大会

地方本部、総支部
定期大会
全
て
の
地
本
・総
支
部
で

向
こ
う
1
年
間
の
方
針
を
決
定
‼

 

金
沢
地
方
本
部

米
子
地
方
本
部

福
岡
地
方
本
部

福
知
山
地
方
本
部

和
歌
山
地
方
本
部

岡
山
地
方
本
部

本
社
総
支
部

広
島
地
方
本
部

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部

中
国
J
R
バ
ス
地
方
本
部


